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人間科学の学問的位置づけ（人間科学とは何か）を明
らかにする授業の試み

常磐大学：長谷川幸一
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「人間科学概論（入門）」のカリキュラム上の
位置づけと担当者の“大きな負担感”
⚫「人間科学概論（入門）」は，人間科学部・学科の理念・ポリシーとカリキュラム体

系をつなぐ重要な位置にあると考えられる．
☞「大学評価」において、学部の理念・ポリシーと学科の構成・カリキュラム体系との整合性が担保されなけ
れば，さまざまな教育上の工夫と実践が意味のないものになりかねない．

⚫ただ，個人的な経験に基づく推測であるが，多くの大学では，それらの科目の担当者および運
営方法の決定に苦慮し，担当者は大きな負担を感じるのではないだろうか．

⚫オムニバス形式ではなく，計15回を一人で担当し，授業シラバスを考え実行するには，多くの時
間と労力を要する．
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常磐大学人間科学部の「人間科学概論」

常磐大学「人間科学概論」の運営方法
 1983年の設立当初，人間関係学科（心理学専攻・社会学専攻・

教育学専攻）とコミュニケーション学科の２学科であったが、40年
の間に複数回の改組を行い，現在は心理学科・現代社会学科・
教育学科・コミュニケーション・健康栄養学科の５学科．

 「人間科学概論」はオムニバス形式ではなく，５学科からそ
れぞれ担当者が出て，各学科ごとに運営されている．

 シラバスの【授業の概要】，【学修の到達目標】，【成績の評
価方法・基準】，および【授業計画】の基本的枠組は全学科
共通．ただし，各回の内容は担当者により異なる．

・人間科学の学問的位置づけ（３回）

・人間像（観）の変遷（３回）

・人間と科学技術（４回）

・人間と人間集団（４回）

 ３年次配当

常磐大学「人間科学概論」シラバス抜粋

【授業の概要】
人間とは何かを探求する諸学問の研究成果を学部３年
において再度捉えなおし，「人間科学」の形成過程とそ
の学問的位置づけを考察する．

【学修の到達目標】
学部のディプロマ・ポリシーに基づき以下の技能を習得
する．

① 人間科学の学問的位置づけを説明できる．

（☝到達困難な目標？）
② 異なる「人間像」を偏りなく理解・説明できる．

③ 人間社会に関する課題を多面的に考える．
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第１回 授業
（導入回）の概
要
☞戦後日本における
「人間科学の曖昧さ」
を検証する
(人間科学の現状を
理解し，打開策を考
える⇒第15回までの
宿題）

（１） 文部科学省「系・分野・分科細目表」☞「人間科学」という学問分野は存在しない（「社

会学」・「心理学」・「教育学」は「社会科学」に分類されていること）を確認する．

（２） 文部科学省「学科系統分類表」（『学校基本調査』付属資料） ☞教育組織としての「人
間科学部」の位置づけが曖昧であることを確認する．

（３） 「人文・社会科学」という表記が学問分類上の混乱を招き，「人間科学」の学問的位置
づけの曖昧さを招く要因の１つとなっている．「人文科学」と「人間科学」との関係をどのよう
に理解するか考える（cf. フーコー『言葉と物―人文科学（人間科学？）の考古学』）．

（４） 「人文学」・「人文科学」・「人間科学」に対応する英・仏語の解釈が多様（不統一）であ
ることを示す（cf.「京都大学人文科学研究所」☞なぜ“Humanities”なのか？）．

（５） 「人文学」と「人文科学」との違いを考えるには，「科学」の意味を考える必要があるが，
明治生まれの日本語である「科学」とは「分科（百科）の学」という意味であり，“science”の
訳語ではなく，“sciences”の訳語であることを示す．☛「人間科学」の曖昧さの淵源．
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文部科学省における「人間科学」の位置づけⒶ
：「系・分野・分科・細目表」抜粋＝〔研究分野〕としての位置づけ

☜2000年代に入って「人間科学部」の主要な学科
の１つとなった「健康・スポーツ科学」は「総合・新
領域」に分類．

研究分野としての「人間科学」は存在しない❕

☞社会学・心理学・教育学は「社会科学」に分類されている

⇒「人間科学部」に所属する研究者（とくに若手の
研究者）は，「研究分野としての人間科学」に関心
を寄せることは稀であろう．

👇

「人間科学概論（入門）」の担当者を探すことが難
しい

文部科学省「系・分野・分科・細目表」抜粋

系 分野 分科 細目名 細目番号

総合・新領域系 総合領域 健康・スポーツ学科

身体教育学 1401

スポーツ科学 1402

応用健康科学 1403

人文社会系

人文学

哲学

哲学・倫理学 2801

中国哲学 2802

印度哲学・仏教学 2803

宗教学 2804

思想史 2805

美学・美術史 2806

芸術学 芸術学・芸術史・芸術一般 2851

文学

日本文学 2901

英米・英語圏文学 2902

ヨーロッパ文学（英文学を除く） 2903

各国文学・文学論 2904

言語学

言語学 3001

日本語学 3002

英語学 3003

日本語教育 3004

外国語教育 3005

史学

史学一般 3101

日本史 3102

東洋史 3103

西洋史 3104

考古学 3105

人文地理学 人文地理学 3201

文化人類学 文化人類学・民族学 3301

社会科学

法学

基礎法学 3401

公法学 3402

国際法学 3403

社会法学 3404

刑事法学 3405

民事法学 3406

新領域法学 3407

政治学
政治学 3501

国際関係論 3502

経済学

理論経済学 3601

経済学説・経済思想 3602

経済統計学 3603

応用経済学 3604

経済政策 3605

財政学・金融論 3606

経済史 3607

経営学

経営学 3701

商学 3702

会計学 3703

社会学
社会学 3801

社会福祉学 3802

心理学

社会心理学 3901

教育心理学 3902

臨床心理学 3903

実験心理学 3904

教育学

教育学 4001

教育社会学 4002

教科教育学 4003

特別支援教育 4004

生物系 生物学 人類学
自然人類学 5901

応用人類学 5902

（出典）文部科学省研究振興局学術研究助成課，2009，「系・分野・分科・細目表」，文部科学省ホームページ，（2023年11月1日取得，
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu4/toushin/attach/1337808.htm）．
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文部科学省における「人間科学」の位置づけⒷ
：「学科系統分類表」抜粋＝〔教育組織〕としての位置づけ

学科系統分類表（抜粋）
１ 大学（学部）学科番号

大分類 中分類 小分類（学科）

人文科学

文学関係 文学 言語学 日本語学など

史学関係 史学 地理学 歴史社会学など

哲学関係 哲学 心理学 宗教学など

その他
人文学 人文科学 心理・社会学など

人間科学 行動科学 人間学など

社会科学

法学・政治学関係 法学（類） 法律学 私法学など

商学・経済学関係 商学 経済学 スポーツ経営学など

社会学関係（社会事
業関係を含む）

社会学 社会福祉学 人類学など

人間関係学 人間科学 社会心理学など

その他
政経学 自治行政学 情報システム学など

健康福祉科学現代こども学 キャリアデザイン（学）など

（出典）文部科学省，2005，「学科系統分類表１大学（学部）」（2023年11月17日取得，
https://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/001/05122201/006/004/001.htm）

☜平成17（2005）年度「学校基本調査」の
付属資料「学科系統分類表」抜粋

☜1991年の「大学設置基準の大綱化」以降，学
部のあり方は多様化（混乱）を極めている．

⁑「人間科学部」は「大綱化」による所謂「学際

学部」の大量出現以前から開設されていたが，

教育組織としての位置づけが曖昧であると言え

る．

👇

文部科学省のサイト内で，「人文・社会科学」に
ついて２つの異なる解釈が存在することは問題
ではないのか？
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「人文・社会科学」という表記についての２つの解釈
☞「人間科学」の学問的位置づけを左右する

人文・社会科学

（文系）

人文学と社会科学

？

人文科学と社会科学

？自然科学

（理系）

◆わが国では，いわゆる「文系」の学問を「人文・社会科学」と
表現することが多く，文部科学省のホームページでもこの表
現が用いられ，しかも，その解釈に矛盾が見られる．

◆文部科学省以外においても，「人文・社会科学」に関しては，
それを「人文学」と「社会科学」とする理解と「人文科学」と
「社会科学」とする理解の２つのケースがある．

☜この場合，「人文科学」と「人間科学」
との関係をどのように整理するのか？
ここで考えてみたいのは，「人文学」「人文科学」「人間科
学」にあたる欧米語は何かという点．

“humanities”

“human sciences” （英）

“sciences humaines” （仏）
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人文科学の組織の英語表記の例

京都大学人文科学研究所

Institute for Research in Humanities, Kyoto University

京都大学人文科学研究所，2023，京都大学人文科学研究所ホームページ，（2023年11月12日取得，

https://www.zinbun.kyoto-u.ac.jp/）．

九州大学大学院人文科学府

Graduate school of Humanities, Kyushu University

＊九州大学文学部・大学院人文科学府・大学院人文科学研究院のホームページ

には「人文学の知よ、この丘に集まれ。」というスローガンが掲げられている．

九州大学大学院人文科学府，2023，九州大学大学院人文科学府ホームページ，（2023年11月12日取

得，https://www2.lit.kyushu-u.ac.jp/en/）．
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人文学・人文科学・人間科学の位置づけ

人文学

人間科学人文科学

19世紀西欧では，「第２次科学革命」による学問の専門分
化と制度化が生じ，それまで単数で用いられることが多
かった“science”が，複数の“sciences”で用いられることが
通例となり始めた．

☛日本語の「科学」とは，まさに19世紀後半（明治
期）にうまれた“sciences”の翻訳語であり，

「分科の学」を意味する．

👇

科学は“science”の訳語ではない！

（野家 2008: 36-8）．

「人文学」と「人文科学」という２つの言葉の違いが重視されずに用
いられているのは，この点が見過ごされているからではないのか？

このことは，「人文科学」と「人間科学」との関係の曖昧さにつながっ
ているように思われる．

「人文科学」という術語こそが，いわゆる「日本ローカル」では？

「人文科学」とは、「人文学」(humanities)+「科学」(sciences)という意
味？

差異（区別）が
曖昧

関係性について
多様な解釈が可能

歴史的観点から
関係性が明確
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フーコー『言葉と物―人間科学の考古学』
Les mots et les choses: une archéologie des sciences humaines

（邦訳副題は人文科学の考古学）

⚫フーコーは本文中で，18世紀末から19世紀初頭に誕生した科学は，
理性啓蒙期とは異なる意味での「人間」を認識対象としたが，それら
と同じ種子から「危険な中間物」のような科学である「人間科学」
（sciences humaines）が誕生したと述べている．

☛「心理学」，「社会学」，「文化史」，「思想史」，「科学史」

⚫さらに続けてフーコーは，「精神分析」，「文化人類学」，「構造
主義的言語学」は近代的な歴史主体としての意味の「人間」を認
識対象としてはいないと述べている（ Foucault 1966: 355-85＝
1974: 365-95）．
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人文学・人間の科学・人間学・人類学・人間科学の用法についての私見
☛「人文科学」の存在によって「人間科学」の意味が不明確になる
☛将来「人文科学」という術語は使用されなくなるのでは？

日 人文学 人間の科学 人間学・人類学 人間科学

英 humanities science of man anthropology human sciences

仏 ―― science de 

l’homme

anthropologie sciences humaines

独 ―― Wissenshaft 

von Menschen

Anthropologie Menschenkunde
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第１回授業の要点と第２・３回授業の内容

現在においても，「人間科学」に関する理解は曖昧なままであり，文部科学省の
Webサイトでは，組織としての人間科学の存在は認識されているにも関わらず，
学問分野としての人間科学は認識されていない．

👇

人間科学の学問的位置づけに関しては，各大学部局が自ら議論し，明確にする
ことが求められている．

【第２回と第３回の授業】

☞歴史的な視点から「人間科学」の学問的位置づけを考える（人間科
学史と社会学史・心理学史・人類学史との接点を明らかにする）こと
の有効性を検討する．
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「人間科学概論（入門）」担当者の“大きな負担
感”をもたらす要因：定番の教科書がない！

タイトル（サブタイトルを含む）および著者に「人間科学」という語が用いられている邦文文献の例

出版（発表）年 著者 タイトル 発行元

1951
思想の科学研究会（青山秀夫・阿部行蔵・岡本太郎・南博）
編

『人間科学の事典』（Dictionary for the Science of Men） 河出書房

1965 日本政治学会人間科学委員会 「『人間科学総合研究機構』設立計画をめぐる動向について」 『年報政治学』16: 272-84.

1969 田中靖政 『行動科学――情報時代の人間科学』 筑摩書房

1974 筒井健雄 「人間科学形成の試み」 『科学基礎論研究』12(1): 37-43.

1975a 筒井健雄 『人間科学――発達・教育・臨床心理学の体系化の試み』 三一書房

1975b 立正女子大学人間科学研究委員会 『人間科学の体系』 立正女子大学

1976 水島恵一編 『人間科学入門』 有斐閣

1979 樋口伸吾 『人間科学への道――心理学の立場から』 平河出版社

1981a 永井博 「序 人間科学と何か」 『科学基礎論研究』15(3): 93-4.

1981b 沢田允茂 「人間科学の方法について――そのプログラム」 『科学基礎論研究』15(3): 117-23.

1981c 田中穂積 「コンピュータによる人間科学の方法」 『科学基礎論研究』15(3): 111-5.

1981d 戸田正直 「人間科学の方法上の特殊性とその困難克服のための試案」 『科学基礎論研究』15(3): 103-9.

1981e 渡辺恒夫 「人間科学のメタサイエンスとしての世界観の発達心理学」 『科学基礎論研究』15(3): 65-71.

1984a 本間三郎・井口潔・渡辺格編 『人間を考える――人間科学からのアプローチ』 朝倉書店

1984b 竹内哲郎・田代勇司・林田和男 『人間科学』 ソルト出版

1985a 慶應義塾大学文学部人間科学フォーラム編 『人間生命を考える』 慶應通信

1985b 丸山高司 『人間科学の方法論争』 勁草書房

1985c 水島恵一 『人間性の探究――人間科学としての人間学』 大日本図書

1986 小原秀雄・岩城正夫 『自然「知」の探究――人間科学から人間学へ』 群羊社

1987 梅棹忠男編 『対論「人間探求」――人間科学の新展開』 講談社

1988 田中正敏・菊池安行編 『近未来の人間科学事典』 朝倉書店

1989 徳永恂 「人間科学とは何だろうか――ゆらぎの中での自己反省と自己組織化」 『大阪大学人間科学部紀要』15: 1-19.

1991a 井口潔 『心の行脚――人間科学への道』 九州大学出版会

1991b 芳賀繁 『うっかりミスはなぜ起きる――ヒューマンエラーの人間科学』 中央労働災害防止協会

1992 中島義明・井上俊・友田泰正編 『人間科学への招待』 有斐閣

1994 筒井健雄 『来るべき世紀の人間科学を求めて』 ぶっく東京

1995a 稲葉正太郎 『人間科学入門――パーソナリティの不思議を解く』 技術書院

1995b 森岡正芳 『こころの生態学――臨床人間科学のすすめ』 朱鷺書房

1995c 常磐大学人間科学部編 『人間科学のすすめ』 常磐大学

1997 奥谷浩一 「人間科学の系譜と方法の問題」
札幌学院大学『人文学会紀要』60: 71-
91.

1998a 中島義明・太田裕彦編 『フロンティア人間科学――「総合学」をめざして』 放送大学教育振興会

1998b 高橋順一・渡辺文夫・大渕憲一 『人間科学研究法ハンドブック』 ナカニシヤ出版

1999 川野健治・圓岡偉男・余語琢磨編 『間主観性の人間科学』 言叢社

2001 安西祐一郎他 『人間科学がわかる』 朝日新聞社

2002 養老孟司 『人間科学』 筑摩書房

2003 中島義明・太田裕彦 『人間科学の可能性――情報・環境・時間からウオッチする』 放送大学教育振興会

2004 田畑稔 「人間科学の概念史のために」 『大阪経大論集』54(5): 99-129.

2005a 西條剛央 『構造構成主義とは何か――次世代人間科学の原理』 北大路書房

2005b 斎藤正夫 『制御と学習の人間科学』 コロナ社

2005c 坂田仁 『人間科学の発祥』 雄松堂出版

2005d 滝内大三・田畑稔編 『人間科学の新展開』 ミネルヴァ書房

2005e 山口裕之 『人間科学の哲学――自由と創造性はどこへいくのか』 勁草書房

2006 長谷川幸一 『人間諸科学の形成と制度化――社会諸科学との比較研究』 東信堂

2007a 小泉潤二・志水宏吉編 『実践的研究のすすめ――人間科学のリアリティ』 有斐閣

2007b 三井宏隆・篠田潤子 『人間科学セミナ――キーワードで心理学の学問的センスを磨く』 ナカニシヤ出版

2007c 中島義明 『情報の人間科学――認知心理学から考える』 コロナ社

2007d 西條剛央他編 『エマ―ジェンス人間科学』 北大路書房

2007e 酒木保編 『人間科学における個別性と一般性――人間の基盤を求めて』 ナカニシヤ出版

2008a 三井宏隆 『スタディーズ「人間科学」――後発学問のサバイバル戦略を考える』 ブレーン出版

2008b 中島義明・野嶋栄一郎 『「情報」人間科学』（現代人間科学講座第１巻） 朝倉書店

2008c 中島義明・根ケ山光一 『「環境」人間科学』（現代人間科学講座第２巻） 朝倉書店

2008d 中島義明・木村一郎 『「健康福祉」人間科学』（現代人間科学講座第３巻） 朝倉書店

2009 矢守克也 『防災人間科学』 東京大学出版会

2010 矢守克也 『アクションリサーチ――実践する人間科学』 新曜社

2014 石井秀宗 『人間科学のための統計分析――こころに関心があるすべての人のために』 医歯薬出版株式会社

2015 小林隆児・西研編 『人間科学におけるエヴィデンスとは何か――現象学と実践をつなぐ』 新曜社

2018a 唐沢穣・松村良之・奥田太郎編 『責任と法意識の人間科学』 勁草書房

2018b 八十島安伸・中道正之編 『食べる』（シリーズ人間科学１） 大阪大学出版会

2019a 渥美公秀・稲場圭信編 『助ける』（シリーズ人間科学２） 大阪大学出版会

2019b 入戸野宏・綿村英一郎編 『感じる』（シリーズ人間科学３） 大阪大学出版会

2020a 中澤渉・野村晴夫編 『学ぶ・教える』（シリーズ人間科学４） 大阪大学出版会

2020b 山中浩司・石蔵文信編 『病む』（シリーズ人間科学５） 大阪大学出版会

2021 岡部美香編 『越える・超える』（シリーズ人間科学６） 大阪大学出版会

2022a 栗本英世・モハーチ ゲルゲイ・山田一憲編 『争う』（シリーズ人間科学７） 大阪大学出版会

2022b 長谷川幸一
「人間科学の歴史序説（１）――人文学・人間の科学・人間学（人類学）・人間科学：人間
に関する学問の変容」

『常磐大学人間科学部紀要』40(1): 11-
29.

注）この表で挙げた文献はあくまで筆者が知る限りのものである．

一般に，教科書として使えるのは（私の知る限りで
は）次のよう文献だと思われる．

1976 水島恵一編『人間科学入門』有斐閣

1992 中島義明・井上俊・友田泰正編『人間科学への

招待』有斐閣

1995 常磐大学人間科学部編『人間科学のすすめ』常

磐大学

2001 安西祐一郎他『人間科学がわかる』朝日新聞社

2005 滝内大三・田畑稔編『人間科学の新展開』ミネ

ルヴァ書房

2008 三井宏隆『スタディーズ「人間科学」――後発

学問のサバイバル戦略を考える』ブレーン出版
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人間科学の歴史（ルネサンス期から19世紀まで）の図式的理解
：「人間科学」を歴史的文脈から理解するための見取り図（試案）

ヒューム

人間の科学

（science of man）

政治経済学

社会学

心理学

カント

人間学

（Anthropologie）

人類学

哲学的人間学【17世紀科学革命】 【19世紀科学革命】

学問の専門分化
と制度化

“science”から“sciences”へ
“science”の誕生

18世紀
理性啓蒙期

14~16世紀
ルネサンス期

決定的な
影響

人
間
科
学
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歴史的視点から見た「人間科学とは何か」という問いにたいする１つの答え

人間科学（human sciences）とは，「19世紀科学革命」によ
る学問の専門分化と制度化（学会の設立と大学における講
座の開設等）とともに誕生した「心理学」・「社会学」・「人類学」
等からなる一連の学問の集合である．
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「17世紀科
学革命」
“science”
の確立

フランシス・ベーコンの「実験哲学」と「帰納推論」の
精錬

デカルトの「機械論哲学」と「心身二元論」

ホッブスの「人間機械論（人間本性論）」

ニュートンの『プリンピキア』（1687）に象徴される
「機械論的・決定論的世界像」＝強固な「因果律」
によって支配された世界
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１８世紀における「人間の科学」と「人間学」の誕生

ヒューム「人間の科学」
ニュートン主義者

人間が自然本性としていだく「因果的認
識」への懐疑（神の存在への懐疑）

「蓋然性（確率）論」の展開

「理性は情念（感情）の奴隷である」とす
る理性主義批判

動物の理性と情念（共感）の認知

神への信仰や理性ではなく，情念（感
情）に基づく「社会秩序形成（道徳）」の
可能性の探究（「道徳感情論」はアダム・
スミスに受け継がれた）

カント「人間学」
初期の自然科学の研究は，ニュートンから決定

的な影響を受けている

ヒュームによって破壊された「形而上学」の再構
築が課題（＝『純粋理性批判』の執筆動機）

「経験的心理学」への批判：経験的心理学が
「自然科学」ではない理由

・人間の内的感覚の現象やその法則に数学が適用でき

ない

・観察という行為自体が観察対象の心の状態をゆがめ

てしまう

「人間学」と「人類学」が未分化
『自然地理学』における「人類学」の展開
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「19世紀科学革命」
学問の専門分化と制度化

“science”から

“sciences”へ

ヒュームの「人間の科学」からアダム・スミ
スの「政治経済学」へ

サン・シモンの「人間の科学」からオーギュ
スト・コントの「社会物理学」・「社会学」へ

カントの「経験的心理学」批判とフェヒナー
の「精神物理学」・ブントの「実験心理学」

カントの「人間学」と「人類学」：「博物学」の
変容
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人間科学が取り組むべき現代的諸問題

「人間と機械」に関する問題群

◆生成系AI（ChatGPT）の功罪（機
械の知性と人間の知性の共通点
と差異）

◆サイボーグ技術（人工臓器）の発
展によって生ずる「人間の境界」
（人間像）の変容：ポストヒューマン
論

☛フーコーが『言葉と物』において提
起した「人間の終焉」というテーマの
継承

「人間と動物」に関する問題群

◆戦後日本の「霊長類学」が提
起した「人間と動物との連続
性」の問題：動物の社会性に
関する議論

◆「社会生物学」論争

◆見田宗介の「動物社会学」
（「社会学」を「人間科学」の視点から刷
新する）
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「人間科学概論」のミッション
☞人間を総合的に理解するための具体的方法を示す

01

人間科学史と個別科学史

との接点を明らかにする

ことを通して，人間を個

別科学の視点で考察する

ことと，総合的に理解す

ることの意味の違いを明

らかにする．

02

ルネサンス期の人間像か

ら現代にいたるまでの

「人間像の変容」を明ら

かにするとともに，「ポ

スト・ヒューマン」の問

題群を的確に説明する．

03
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ご清聴ありがとうございました．
質問等は下記までお願い致します．
常磐大学 人間科学部 現代社会学科

長谷川幸一
〒310-8585 茨城県水戸市見和1-430-1

029-232-2511（代表）
029-232-2693（研究室直通）

hasegawa@tokiwa.ac.jp （研究室）
kouhasegawa@nifty.com （自宅）

mailto:hasegawa@tokiwa.ac.jp
mailto:kouhasegawa@nifty.com
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